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土 壌 に よ る 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 分 解
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環 境 教 育 、非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 、水 質 保 全 、土 壌

　身 近 な 素 材 か ら の 環 境 保 全 教 育 の 教 材 開 発 を 目 的 と し て 、水 質 汚 染 の 原 因 の ひ と つ と な っ て い る

洗 剤 が 、底 質 等 の 土 壌 に よ う て ど の 程 度 分 解 さ れ る か に っ い て モ デ ル 実 験 を 行 った 。

　 生 活 雑 廃 水 と し て 大 童 に 環 境 に 排 出 さ れ る 合 成 洗 剤 の 主 成 分 は 、陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 で あ る が 、

最 近 は 、家 庭 用 洗 剤 な ど に 含 ま れ る 非 イ ォ ン 界 面 活 性 剤 も 増 え て き た 。著 者 ら は さ き に 、土 壌 に よ

る 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 分 解 を 報 告 し た が 、今 回 、非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 土 壌 に よ る 分 解 の 実 験 を

行 い 、そ の 教 材 化 の 可 能性 を 検 討 し た e

　実 験 は 、教 材 化 を 容 易 に す る た め 可 能 な 限 り 簡 略 化 し た 。 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 と し て は 、ヘプ タ耳

レング Vユ ー彫ド デ シIX 一滞 を 用 い 、土 壌 は 川 砂 、山 土 お よ び 培 養 土 を 用 い た 。密 栓 で き る ポ リ ブ a ビ レ ン

の 11 容 器 に 、 50mg ／1の 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 水 溶 液 1 ！ と 土 壌 50g を 入 れ 、30 ℃ の 水 浴 中 に 保 持 し

て 経 日 的 に 試 料 を 採 取 し 、界 面 活 性 剤 濃 度 の 分 析 を 行 っ た ．

　界 面 活 性 剤 は 、比 色 分析 を 行 っ て 定 量 し た 。 陰 イ オ ン 界面 活 性 剤 で は 、 メ チ レ ン ブ ル ー法 を 用 い

た が 、非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 定 量 法 に は 、チ オ シ ア ン 酸 コ バ ル ト 法 を 用 い た 。

　非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 比 色 分 析 法 は 、陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 に 比 べ て 感 度 が 悪 い た め 、よ り 少 量 の

試 料 で 発 色 す る よ う に 工 夫 し 、次 の よ う な 方法 を 設 定 し た 。

　　　  発 色 試 薬 と し て 、 チ オ シ ァ ン 酸 ア ン モ ニ ゥ ム ェ55g と 硝 酸 コ バ ル ト 70g を 水 に 溶 か し て 250

　　 　　” 1 と し 、ベ ン ゼ ン 50ml で 2 回 抽 出 を し て 洗 浄 し た も の を 用 い た e

　　 　  300 ” 1の 分 液 漏 斗 に 試 料 20 岨 を と り 、 コ バ ル ト チ オ シ ァ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 試 薬 10ml と 塩 化

　 　 　 　 ナ ト リ ウ ム T．3g を 加 え 、2 分 聞 振 と う し た 。

　　 　  15分 間 放 置 鍛 、ベ ン ゼ ン を 正 確 に 10ml 加 え 、 2 分 間 振 と う し た 。

　　　  2 層 に 分 離 後 、水 層 を 除 き 、ベ ン ゼ ン 層 を 分 取 し 無 水 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 加 え 脱 水 し た 。

　　 　  そ の 後 、10mm 石 英 セ ル を 使 用 し、321nm の 吸 光 度 を 測 定 し た 。

　　 　  同 様 な 操 作 で 作 成 し た 検 量 線 か ら 、非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 濃 度 を 求 め た 。

　以 上 の 方 法 に よ り 、経 日 的 に 界 面 活 性 剤 濃 度 の 分 析 を し た

結 果 、陰 イ オ ン 界 面活 性 剤 同 様 、非 イ オ ン 界 面 活 性剤 も 土 壌

に よ り 分 解 す る こ と が わ か っ た 。 図 1 の よ う に 、ヘプ タエ チV ング

リコ ールド テ
’
Yh エー稗 に お い て 、初 濃 度 の go ％ を 分 解 す る の に 要 し

た の は s 培 養 土 は 3 日 、山 土 は 7 日 で あ っ た が 、川 砂 で は 20

日 経 っ て も 15 ％ 程 し か 分 解 し て い な か っ た 。 こ の よ う に 、分

解 速 度 は 土 壌 に よ って 異 な り 、そ の 速 さ は 、培養 土 、 山 土 、

川 砂 の 順 で あ った こ と か ら 、 分 解 に は 生 化 学 的 な 作 用 が 大 き

い と 考 え ら れ る e ま た 、非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 試 薬 に よ る 呈

色 の 程 度 は 、界 面 活 性 剤 の 化 合物 の 種 類 に よ っ て 違 い が あ る

こ と も わ か っ た 。

　今 後 の 課 題 は 、陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 、非 イ オ ン 界 面 活 性 剤

の 共 存 し た 系 に お け る 各 界 面 活 性 剤 の 分 析 方 法 を 確 立 し 、 最
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終 的 に は ・市 販 の 合 成 洗 剤 を 用 い て ・同 様 の モ デ ル 実 験 を 行
図

っ て 、よ り 実 際 に 近 い 条 件 化 で の 結 果 を 得 る こ と で あ る 。
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